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研究成果の概要（和文）：本研究では数学の有用性や数学的問題解決能力を育成するために，小学校における数学的モ
デリングの授業プログラムの開発を試みた。とりわけ，学校における日常生活(例えば，学校給食)に注視し，具体的な
授業プログラムを作成した。本授業プログラムをもとに公立小学校で実験授業を実施し，その実験授業を分析考察した
。その結果,本授業プログラムは小学校における数学的モデリングに係わる有意義な授業プログラムの一つであること
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this study，I attempted the development of the class program of the 
mathematical modeling in an elementary school to realize usefulness of the mathematics, and to raise 
ability for mathematical problem solving. I paid　attention to the everyday life (e.g. school meal) in 
the school and made the concrete class program. I carried out experiment classes based on the class 
program in the elementary school and we analyzed the experiment class and considered it. As a result, 
this class program made clear that it was one of the significant class programs to affect the 
mathematical modeling in the elementary school.

研究分野： 数学教育

キーワード： モデリング
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１．研究開始当初の背景 
数学の有用性の感得や数学的問題解決能力

の育成などの観点から，数学的モデリングの
学校数学への導入が国際的に提唱されている。
数学的モデリングは，上述の数学の有用性の
感得をはじめ，数学教育を進めていく上で価
値あるものとして論理的な研究が推進されて
いる。一方で，数学的モデリングの実施に際
しては様々な困難点が指摘されており，我が
国の小学校現場おいて十分に実践されていな
い状況である。つまり，数学的モデリングの
実施上の困難さの解消を図る具体的な手立て
を提案し，数学的モデリングを小学校教育カ
リキュラムに位置付けられることを，実践的
な研究を通して明らかにすることが喫緊の課
題の一つとなっている。 
 
２．研究の目的 
本研究（2012～2015）の最終目標(目的)は，

小学校における数学的モデリングの教材及
び授業プログラムを具体的に開発し，その有
効性を実践的に明らかにすることである。各
年度の目標は，次の通りである。 
(1)2012 年度の目標：小学校での数学的モデ
リングの授業に係る利点及び問題点の明確
にすること。 

(2)2013 年度の目標：小学校での数学的モデ
リングの教材開発及び授業プログラムを作
成すること。 

(3)2014年度の目標：作成した授業プログラ
ムを附属小学校で授業実践し，その有効性
を検証すること。  

(4)2015年度の目標：公立小学校での授業実
践を通し，本研究の妥当性を検証すること。 
 

３．研究の方法 
(1)2012 年度の研究方法 
小学校における数学的モデリングの授業

実現を念頭に，実施上に係る利点と問題点を
先行研究の文献調査・分析により整理する。
また文献調査を進める一方で，数学的モデリ
ングを先進的に研究している国内外の実験
校等を視察し，本研究に係る最新の情報を得
る。なお，先行研究の調査に際しては，算数
数学教育の研究領域に限らず情報教育等の
研究の動向にも注視する。 
 

(2)2013 年度の研究方法 
2012年度の調査研究及びこれまでに開発

した教材等を踏まえ，小学校５年及び６年に
おける数学的モデリングの教材を開発し授
業プログラム（各８時間程度）を作成する。
本授業プログラム作成に際して，小学校数学
教員（山形大学大学院修了生４名）が研究ア
シスタントとして本研究に協力する。研究ア
シスタントとの協議会を週１回定期的に開
催し，本授業プログラムの問題点の発見と解
消を図る。また，月１回定期開催される研究
会において本研究の進捗状況を報告発表し，
本研究の推進を図る。さらに，本研究の学術

的研究としての方向性や妥当性を評価する
ために，日本数学教育学会や東北数学教育学
会等で，本研究の中間発表をする。 
 

(3)2014 年度の研究方法 
2013 年度に作成予定の数学的モデリング

の授業プログラムを６月及び 11 月に山形大
学附属小学校等で授業実践し，その有効性を
検証する。なお，本授業実践に際し授業者は
筆者が務め，山形大学附属小学校の算数科教
員(３名)及び小学校数学教員（山形大学大学
院修了生４名）が研究アシスタントとして，
授業の観察者・記録者として協力する。実施
した授業に関して，月１回定期開催される研
究会において報告し，本授業プログラムの改
善・修正を図る。 
 

(4)2015 年度の研究方法 
山形県教育委員会等と協同し，山形県下の

幾つかの公立小学校において，本授業プログ
ラムによる授業を実施し本研究の妥当性を
検証する。それらの授業は原則的にすべて公
開とし，本研究の成果として山形県内外に発
信する。なお，授業者は筆者及び小学校数学
教員（山形大学大学院修了生４名）が務める。 
また，４年間に渡る本研究成果を報告書にま
とめ，山形県教育委員会及び山形県内の小学
校等に配布する。さらに，学会（日数学教育
学会，日本科学教育学会等）や山形大学ホー
ムページ等でも本研究成果を発信する。 
 
４．研究成果 
(1) 2012 年度の目標（小学校での数学的モデ
リングの授業に係る利点及び問題点の明確
にすること）に係わって 
小学校における数学的モデリングの授業

実現を念頭に，実施上に係る利点と問題点を
先行研究の文献調査・分析により整理した。
なお，先行研究の調査に際して算数数学教育
の研究領域に限らず情報教育等の研究の動
向にも注視しながら研究を進めた。また文献
調査を進める一方で，数学的モデリングを先
進的に研究している国内外の実験校等を視
察し，本研究に係る最新の情報を得た。 
 

(2)2013 年度の目標（小学校での数学的モデ
リングの教材開発及び授業プログラムを作
成すること）に係わって 
2012年度の調査研究及びこれまでに開発

した教材等を踏まえ，小学校５年及び６年に
おける数学的モデリングの教材を開発し授
業プログラム（各８時間程度）を作成した。
本授業プログラム作成に際して，小学校数学
教員（山形大学大学院修了生４名）の協力を
得ながら，本授業プログラムの問題点の発見
と解消を図った。 
 

(3)2014年度の目標（作成した授業プログラ
ムを附属小学校で授業実践し，その有効性
を検証すること）に係わって 



2013 年度に作成した数学的モデリングの
授業プログラムを山形大学附属小学校等で
授業実践し，その有効性を検証した。さらに，
本授業プログラムの学術的研究としての方
向性や妥当性を評価するために，日本数学教
育学会や東北数学教育学会等で，本研究の中
間発表を行った。 
 

(4)2015年度の目標（公立小学校での授業実
践を通し，本研究の妥当性を検証するこ
と）に係わって 
山形県教育委員会等からの協力を得て山

形県内の公立小学校において本授業プログ
ラムによる授業を実施し，本研究の妥当性を
検証し学術論文にまとめた。 
なお，本研究成果の社会還元事業として，

小学５年～中学２年を対象に数学的モデリ
ングを活用したプログラム「算数・数学マジ
ックを楽しもう！（延べ３回，各４時間）」
を随時実施した（具体的な実施日及び場所は
次の通り）。 
第 1回：2013 年 11 月 2日，山形大学小白川

キャンパス地域教育文化学部 
第２回：2014 年 8月 9日，山形大学鶴岡キ

ャンパス農学部 
第３回：2014 年 11 月 1日，山形大学小白川

キャンパス地域教育文化学部 
第４回：2015 年 11 月 1日，山形大学小白川

キャンパス地域教育文化学部 
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